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１．事業概要  

（１）沿革 

平成13 年  4 月 市史編さん担当の職員（嘱託員）を総務企画局に配置 

平成13 年  7 月 市史編さんの基本方針を市長決裁 

平成16 年  4 月 教育委員会博物館に市史編さん室（室長１ 主査１ 主事１）をおく 

  平成16 年 11 月 市史編さん委員会をおく 

平成17 年  2 月 学識経験者からなる「福岡市史編集委員会」を発足 

※ 市史の各巻編集・制作は編集委員会に委託することとする 

平成22 年  3 月 刊行（配本）開始 

平成24 年  4 月  博物館を教育委員会から経済観光文化局に移管 

 

（２）体制 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「新修 福岡市史」の体系  

種  類 各編巻（既刊数） 予 定 巻 

資料編 

 

16 巻

（９巻） 

考 古 ３巻（２巻） 考古２（市域の遺跡総覧 東部編 東･博多･南区･中央） 

古 代 2 巻（－巻） 古代１（〜平安時代前期）， ２（〜平安時代後期 他） 

中 世 3 巻（２巻） 中世３（鎌倉時代〜戦国時代、記録・典籍） 

近 世 4 巻（３巻） 近世４（江戸時代の農村、漁村） 

近現代 4 巻（２巻） 近現代３（大正時代〜昭和はじめ），４（昭和はじめ〜） 

民俗編 3 巻（２巻） 民俗編三（夜と朝 「１日」の区切りで見るくらしと文化） 

特別編 5 巻（４巻） 特別編５（地図・絵図） 

   計 24 巻（15 巻）  ― 

通史編 刊行計画見直しで，ブックレットシリーズを予定 

 

福岡市 

市史編さん室 室長（兼）１ 

主査   ２ 

嘱託員  （考古） 

 〃   （歴史 古代） 

 〃   （歴史 中世） 

 〃   （歴史 近世） 

 〃   （歴史 近現代） 

〃   （民俗） 

         

 

 
専門部会（考古） 

専門部会（歴史 古代） 

専門部会（歴史 中世） 

専門部会（歴史 近世） 

専門部会（歴史 近現代） 

専門部会（民俗） 

事務局 １ 

市 史 編 さ ん 事 業 に つ い て 

委託 

福岡市史編集委員会 

福岡市史編さん委員会 

助言・提案 
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２．市史編さん事業の会議体                       ※委員名簿後掲 

区 分 会 期 協   議   事   項 

福岡市史編さん委員会 年 １ 回 
・ 事業報告，事業計画 

・ その他 方針の変更報告等 

福岡市史編集委員会 年６回程度 

・ 人事（委員任命等） 

・ 事業計画・収支予算 

・ 各専門部会の活動の確認 

・ 各巻の販売，在庫状況の確認 

・ 市史講演会のテーマ，開催時期，広報計画の決定 

・ 研究誌の各巻の編集方針，内容の確認 

・ 普及活動の確認 

専  門  部  会 

年０〜４回

（刊行年度に 

より異なる） 

・ 各巻の内容，執筆分担，依頼，制作進行について検討 

・ 市史講演会（担当年） 

・ 研究会 

３．市史編さんのワークフロー  

（１）編集方針を定める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全体の刊行計画を定める    

（３）資料調査 歴史  所在確認／台帳・目録化／画像撮影・収集／翻刻 

考古  行政発掘成果の整理／関連遺物等の調査 

民俗  民俗事象の調査／関連文献の調査 

（４）巻別の構成決定   

（５）編集制作刊行 

（６）閲覧拠点に配送・配架 （都道府県政令指定都市立図書館、文書館、主要大学等 300 機関） 

（７）関連催事の開催 

一. 調査･収集の徹底，学術的な水準と市民にとっての分かりやすさ 

 

五. 原史(資)料の尊重と，人権への配慮 

二. 東アジア全体から見た国際都市としての姿をえがく 

三. 人々が活きた場としての姿 — 地形･環境･景観のなかの地域の歴史像をえがく 

四. 文献や有形文化財だけでなく，図像･映像･人々の経験も調査対象とし，成果をデ-タベ-スとしても活用 
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４．普及活動  

（１）広報誌「市史だよりFukuoka」の発行 
・市内の町にスポットをあて，その歴史を掘り下げる 

特集が好評 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究誌「市史研究ふくおか」の刊行 

・市史講演会の講演録等の特集の他，調査・研究の成果の一部を『新修 福岡市史』本体に先駆けて発表 

  

 

 

 

 

 

 

（３）市史講演会の開催 

・『新修 福岡市史』の刊行巻の内容に則して一般向けの講演会やシンポジウムを開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市史講演会のテーマ（直近５年） 

R01.10.05『近世都市の記憶－江戸と博多，そのイメージを問う－』 

H30.12.22『活字文化の過去・現在・未来-金属活字とデジタルフォントまで-』 

H29.10.07『遺跡からみた福岡の対外交流-西部の遺跡を中心として-』 

H28.11.26『空の福岡、海の福岡—近代都市福岡の来歴を語り直す—』

H27.11.27『福岡の戦後 70 年 〜文化・スポーツ・まちづくり〜』 
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５．事業の成果・反響等  

（１）販売状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査成果の還元 

■ 取材・レファレンス対応および市史の活用について 

No. 日付 種別 内容 分野 質問者 解決 

1 5/31 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 地蔵松原の地名と範囲について 
近世〜 

近現代 
文化財活用部 済 

2 6/13 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 旧早良町の歴史について 近現代 早良区役所入部出張所 済 

3 6/14 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 
市制施行以前の樋井川村のデータに

ついて 
近現代 城南区役所 済 

4 6/14 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 博多素麺の関連資料について 
近世〜 

近現代 
月刊はかた 済 

5 6/19 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 黒田綱政墓所の副葬品について 近世 
九州大学 

九州文化史 
済 

6 6/19 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 
アインシュタイン来福に関する記事

について 
近現代 福岡市科学館 済 

7 6/24 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 福岡呉服町の江戸期の状況について 近世 文化財活用部 済 

資料編
中世１

特別編
福の民

資料編
考古３

資料編
近世１

資料編
近現代１

民俗編一
春夏秋冬
起居往来

特別編
自然と遺跡
からみた

福岡の歴史

特別編
福岡城

資料編
中世２

資料編
近世２

資料編
近現代２

民俗編二
ひとと人々

資料編
考古１

特別編
活字メディア
の時代

資料編
近世３

174 360 534

51 45 142 71 309

24 34 33 28 48 35 202

23 77 11 22 20 16 225 255 649

23 52 20 19 16 6 106 276 63 45 626

23 16 19 16 14 9 35 116 40 34 322

10 11 4 6 7 11 - 122 18 8 20 45 262

15 19 8 8 5 5 - 59 12 7 11 16 67 232

12 28 9 7 8 8 - 62 10 10 9 12 21 75 271

5 - 4 1 2 - 22 6 4 9 29 13 95

360 642 250 178 120 90 366 912 149 108 40 73 97 104 13 3,502

1,000 1,500 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,500 1,000 17,000

28年度

29年度

(A)販売累計

(B)発行部数

30年度

元年度

27年度

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

『新修　福岡市史』販売状況

令和元年12月末現在

合計巻名
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8 7/2 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 
『市史だより Fukuoka』第 24 号の

入手について 
- 

福岡市総合図書館 

（個人ﾚﾌｧﾚﾝｽ） 
済 

9 7/11 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 周船寺の歴史について 
近世〜 

近現代 

西区役所 

（個人ﾚﾌｧﾚﾝｽ） 
済 

10 7/12 ﾚﾌｧﾚﾝｽ おポンプ様の由来について 近現代 福岡市総合図書館 済 

11 7/25 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 江戸時代の船舶について 近世 個人 済 

12 8/8 取材 
『特別編 活字メディアの時代』につ

いて 
近現代 

読売新聞 

（有馬委員長対応） 

8/24

記事 

13 8/10 - 
百道の水上飛行場について 

（『市史だより』からの引用） 
近現代 「西日本新聞」記事広告 

8/10

記事 

14 8/21 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 姪浜のお茶屋について 近世 文化財活用部 済 

15 8/26 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 
第 21 代市長奥村茂敏の肖像写真に

ついて 
近現代 

文化財活用部 

（福岡市東京事務所） 
済 

16 9/4 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 
西新周辺の古地図について 

福岡の変について 
近世 個人 済 

17 9/11 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 博多文琳について 近世 観光産業課 済 

18 
9/26 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

薬院と平尾について 近現代 個人 済 

19 
10/9 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

雁ノ巣飛行場について 近現代 読売新聞記者 済 

20 
10/9 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 藤原定家本源氏物語「若紫」に

ついて 
近世 学芸課 済 

21 10/23 
ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

脇山の主基齊田について 近現代 福岡城市民の会 済 

22 11/1 
ﾚﾌｧﾚﾝｽ 福岡市美術館の都府楼礎石につ

いて 
古代 

個人 

（太宰府市） 
済 

23 11/1 
ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

福岡大空襲の被害額について 近現代 
総務企画局 

（市民より問い合わせ） 
済 

24 
1/8 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

博多湾岸の変遷について 近現代 港湾航空局総務部総務課 済 

25 
1/14 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 今宮神社（南区五十川）の由緒

について 
近世 個人 済 

26 1/21 
ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

「福岡市」「博多市」について 近現代 読売新聞 済 

27 1/21 ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

遠賀郡香月村大庄屋久野家と黒

田家家臣久野家との関係につい

て 

近世 個人 済 
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■［外部協力］『西日本文化』への掲載記事ついて 

西日本文化協会発行『西日本文化』（秋季号／492 号）＊9 月末発行 

［地域特集］福岡市南区              （金文堂大橋支店にて売り切れ） 

   ・福岡城と大宰府を結ぶ「高宮通り」に見る沿線の変化 ／ 宮野弘樹 

・団地造成と住宅政策 ／ 鮓本高志 

・村々の田畑をうるおした灌漑 河川の井堰と丘陵の溜池 ／ 八嶋義之 

・若久に残るむかしの道 ／ 加峰三枝子・原田諭・宮野弘樹 

・南区に残る「オサ」の地名 ／ 原田諭 

・曰佐村民興奮の旅日記  ―清水大次郎「大飛躍」の記録 ／ 加峰三枝子 

・「県下屈指の酪農村」曰佐  ―『市史だより』の取材で見た写真から― ／ 原田諭 

   ※ 市史編さん室関係者原稿のみ記載 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 7 - 

 

■「西日本新聞」平成 31 年4 月 3 日（水）文化面「異色の福岡市史に寄せて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「読売新聞」令和元年 8 月 24 日（土）文化面 「福岡 活字文化の力」 
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■『特別編 活字メディアの時代』連動企画 文林堂活版見学会 実施後のメディアの反応 

令和元年 12 月 3 日（火） 
  ＫＢＣ シリタカ！「活版印刷」魅力を発見，一文字一文字にぬくもり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西日本新聞 令和元年11 月 19 日（火） 読売本新聞web 令和元年12 月17 日(火） 
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■「西日本新聞」令和元年 8 月 10 日（土）記事広告（ 「福博今昔物語」／名月堂 ） 

「よかトピア通り編／百道海水浴場だった頃」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

平成・令和 西暦

資料編　中世１　市内所在文書

資料編　近世１　領主と藩政

資料編　近現代１　維新見聞記

民俗編　春夏秋冬・起居往来

資料編　中世２  市外所在文書

資料編　近世２　家臣とくらし

民俗編　ひとと人々

10 特別編　地図・絵図（仮）

8 資料編　近世４

9 資料編　近現代４

2026

2027

2028

資料編　近現代３

資料編　中世３

資料編　古代２7

5

6

2025

4

26

27

28

29 特別編　活字メディアの時代

資料編　近世３

資料編　考古２

資料編　古代１

民俗編三 夜と朝

22

23

24

25

30

2

3

2010

2011

2024

2012

2013

2014

2015

2016

2017

『新修 福岡市史』刊行計画

特別編　福の民―暮らしのなかに技がある―

資料編　近現代２　近代都市福岡の始動

特別編　福岡城─築城から現代まで─

特別編　自然と遺跡からみた福岡の歴史

2018

※ ブックレット・シリーズ刊行開始予定

資料編　考古３　遺物からみた福岡の歴史

刊行年
刊　行　巻

資料編　考古１　遺跡からみた福岡の歴史―西部編―

※ 資料編・民俗編・特別編 刊行終了

2020

2021

2022

2023
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福岡市史編さん委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 福岡市史（以下「市史」という。）編さん事業を円滑かつ効果的に推進していくた 

め，福岡市史編さん委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会の所掌事項は，次のとおりとする。 

（１）市史編さん計画など市史編さんに係る重要事項に関すること。 

（２）市史編さんに必要な資料の調査・収集，執筆，編集等に関すること。 

（３）その他市史編さんに関して市長が必要と認める事項 

（組織及び委員） 

第３条 委員会は，１５人以内の委員をもって組織する。 

２ 委員は，副市長，市議会議員，学識経験者，市職員その他必要と認める者のうちから，

市長が委嘱する。 

３ 委員の任期は２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

４ 委員は，再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は副市長（経済観光文化局担当）をもってこれに充て，副委員長は福岡市博物館

長をもってこれに充てる。 

３ 委員長は，会務を総理し，委員会を代表する。 

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき，又は委員長が欠けたときは，

その職務を代理する。 

（相談役及び顧問） 

第５条 委員会に，必要に応じて相談役及び顧問を置くことができる。 

２ 相談役は，委員長からの要請に応じ，市史全般について指導・助言を行うものとする。 

３ 顧問は，委員長からの要請に応じ，委員会の運営に関する重要な事項について助言を行

うものとする。 

４ 相談役及び顧問は，市長が委嘱する。 

（協力員） 

第６条 委員会に,市史編さんに関する情報の提供等を求めるため,必要に応じて協力員を 

置くことができる。 

２ 協力員は，委員長が委嘱する。 

（会議） 

第７条 委員会の会議は，委員長が招集し，委員長がその議長となる。 

２ 委員長は，必要があると認めるときは，委員会に委員以外の者を出席させ，意見又は説

明を述べさせることができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は，市史編さん室において処理する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が定める。 

（附則） 

 この要綱は，平成１６年１１月１６日から施行する。 

（附則） 

  この要綱は，平成２９年２月１日から施行する。 
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令和元年度 福岡市史編さん委員会委員名簿 
（敬称略，順不同） 

職  名 氏  名 所属・役職名 備  考 

委 員 長 
なかむら えいいち 

中 村  英 一 
福岡市副市長 新 任 

副委員長 
ありま   まなぶ 

有 馬    学 
福岡市博物館長・九州大学名誉教授  

委    員 
かわはら まさたか 

川 原  正 孝 
福岡商工会議所副会頭  

委    員 
かわさき たかお 

川 崎  隆 生 
株式会社西日本新聞社相談役  

委    員 
しばた  かずお 

柴 多  一 雄 
長崎大学名誉教授  

委    員 
うだがわ のりと 

宇田川  宣 人 
福岡文化連盟理事  

委    員 
はやし  きみこ 

林    君 子 
福岡市七区男女共同参画協議会代表  

委    員 
ささやま もりと 

笹 山   守 人 
福岡市自治協議会等７区会長会代表  

委    員 
はしだ かずよし 

橋 田 和 義 
福岡市議会経済振興委員会委員長 新 任 

委    員 
おのだ かつのり 

小野田 勝 則 
福岡市総務企画局長   新 任 

委    員 
ほしこ  あきお 

星 子  明 夫 
福岡市教育委員会教育長  

委    員 
あまもと としあき 

天 本 俊 明 
福岡市経済観光文化局理事  

 

令和元年度 福岡市史編集委員会委員名簿 
（敬称略，順不同） 

職  名 氏 名 所 属 等 部 会 

委 員 長 有馬 学 福岡市博物館長 近現代 

副委員長 柴多 一雄 長崎大学 名誉教授 近 世 

編集委員 宮本 一夫 九州大学大学院人文科学研究院 教授 考 古 

編集委員 重松 敏彦 太宰府市公文書館研究員 古 代 

編集委員 伊藤 幸司 九州大学大学院比較社会文化研究院 准教授 中 世 

編集委員 関  一敏 九州大学 名誉教授 民 俗 
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